
議案第１５１号

　　　令和２年度川崎市水道事業会計の利益処分及び決算認定について

　　　　　　　　　　　　令和３年 ９ 月 ２ 日提出

  　　　　　　　　　　　　　　　川崎市長　福　田　紀　彦

令和２年度川崎市水道事業会計に係る利益を処分したいので、地方公営企

業法第３２条第２項の規定により議決を求めるとともに、令和２年度川崎市

水道事業会計決算について、同法第３０条第４項の規定により、別紙監査委員

の意見を付して認定を求める。



令 和 ２ 年 度 川 崎 市  水 道 事 業 決 算 報 告 書

（１） 収益的収入及び支出

  収   入

第１款 △

第１項 営 業 収 益 △

第２項 営 業 外 収 益 △

第３項 特 別 利 益

  ※１  うち仮受消費税及び地方消費税 円

  ※２  うち仮受消費税及び地方消費税 円

  支   出

                             予                   算                   額

地方公営

企業法第

24条第3

項の規定

に よ る

支 出 額

円 円 円

第１款 0 33,190,262,000 33,190,262,000

第１項 営 業 費 用 △ 0 31,652,671,000 31,652,671,000 ※１、４

第２項 営 業 外 費 用 0 1,435,735,000 1,435,735,000 ※２

第３項 特 別 損 失 0 91,856,000 91,856,000 ※３

第４項 予 備 費 0 10,000,000 10,000,000

  ※１  うち仮払消費税及び地方消費税 円

  ※２  うち仮払消費税及び地方消費税 円

  ※３  うち仮払消費税及び地方消費税 円

  ※４  地方公営企業法施行令第１８条第５項ただし書きの規定による超過支出 円8,741,449

合     計

地方公営

企業法第

26条第2

項の規定

に よ る

繰 越 額

31,553,338,436

3,790,694,000

3,953,000

3,457,851,599

31,710,070,000

88,116,696

0

円

0

0

0

0

0

1,435,731,058

円

29,623,437,054

31,147,284,808

※２

備

考

3,972,112

156,731,564

332,842,401

3,739,304

10,000,000

円

0

0

0

0

0

円

3,942

2,042,977,192

2,029,233,946

不  用  額
小   計

35,015,162,147

区         分 

0

3,953,000

0

0

区         分 決  算  額
当初予算額

予算額に比べ

決算額の増減

円

補正予算額

0

489,554,853

19,112

地方公営

企業法第

26条第2

項の規定

に よ る

繰 越 額

0

0

円

0

75,831,000

0

31,710,070,000

3,790,694,000

水 道 事 業 収 益

水 道 事 業 費 用

円

10,000,000

0

0

0

75,831,000

0

0

円

備     考

35,504,717,000

円

補正予算額

※１

0

予備費支出額

決  算  額

円

35,504,717,000

合     計

地方公営企業法第24条

流用増減額

円

                             予                   算                   額

当初予算額

円 円

第3項の規定による支

出額に係る財源充当額

0

0

1,634,744,365

55,042

505,095

2,819,782,177

162,059,103

0

0

円

033,190,262,000

31,728,502,000

1,359,904,000

91,856,000

0

0
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（２） 資本的収入及び支出

  収   入

地 方 公 営 企 業

法 第 26 条 の

規 定 に よ る 繰 越額 に 係 る

繰 越 額 に 係 る

財 源 充 当 額

円 円 円 円 円 円

（1）翌年度へ繰下発行

（2）不用額

備    考

                                予                  算                  額

円

区       分

5,441,000,0005,216,000,000

5,676,625,000

企 業 債 0

2,903,659,000

円

第１款
水 道 事 業

資 本 的 収 入

  第１項

5,676,625,0000

5,216,000,000

予算額に比べ

決算額の増減

△

△

合    計

02,877,000,000

決  算  額
当初予算額 補正予算額 小      計

継 続 費 逓 次

財 源 充 当 額

75,199,263

35,179,255

8,093,000,000

2,762,408,5185,817,875,4820

248,370,745

8,580,284,000

△203,704,000

※企業債収入減額内訳

2,398,000,000円

2,652,000,000

  する額

0

△

10,000

10,000△

0 △

128,504,737

0 10,000△

254,000,000円

0

26,659,000 283,550,0000

0  第２項

資 本 的 収 入

00

0

203,704,000

256,891,000

0

10,000

10,000

0

0

0

10,000

10,000

203,704,000

256,891,000

補 助 金

そ の 他 の

固 定 資 産

負 担 金

10,00010,000 00

0

  第４項

  第３項

返 還 金

  第６項

  第５項

売 却 代 金

融 資 補 償 金

10,000 0 10,000

10,000



  支   出

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

  第１項 11,816,614,000 0 0 0 11,816,614,000 3,453,939,088 0 15,270,553,088 9,523,555,591 4,056,782,158 0 4,056,782,158 1,690,215,339 ※１

  第４項 10,000 0 0 0 10,000 0 0 10,000 0 0 0 0 10,000

  第５項 5,000,000 0 0 0 5,000,000 0 0 5,000,000 0 0 0 0 5,000,000

　※１   うち仮払消費税及び地方消費税 749,720,709 円

543,926
返 還 金

0 5,980,000 5,436,074 00 0 5,980,000 0 0 0  第３項
補 助 金

5,980,000 0

1,695,769,4644,056,782,1580

00

12,880,771,466 4,056,782,158

0

18,633,323,088

03,351,780,000 3,351,779,801

備 考
当初予算額

流
用
増
減
額

合     計

                                 予                    算                    額 翌 年 度 繰 越 額

不  用  額

継続費

逓  次

繰越額

決  算  額
合     計第26条の規定に

収支調整額 761,984,565円、減債積立金 3,230,168,161円及び過年度分損益勘定留保資金

199

地方公営企業法

予 備 費

よ る 繰 越 額

建 設 改 良 費

資 本 的 支 出

区       分

支 出 額

継続費

逓  次

繰越額よ る 繰 越 額

地方公営企業法

第26条の規定に補正予算額

0

小   計

0

0 0

15,179,384,000

3,351,780,000

　 3,070,743,258円で補てんした。

  第２項 3,351,780,000

第１款
水 道 事 業

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額 7,062,895,984円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的

3,453,939,088

0

予 備 費

融 資 補 償 金

企 業 債

償 還 金

15,179,384,000 0

0

0



（単位  円）

１

（１） 24,744,155,642

（２） 7,076,960

（３） 15,235,397

（４） 3,967,088,260 28,733,556,259

２

（１） 809,496,160

（２） 1,278,690,615

（３） 8,067,656,600

（４） 1,657,917,568

（５） 3,667,191,363

（６） 65,433,608

（７） 14,930,689

（８） 2,231,504,267

（９） 1,555,208,532

（10） 6,323,653,850

（11） 2,317,009,437 27,988,692,689

744,863,570

３

（１） 844,405

（２） 35,058,334

（３） 13,970,524

（４） 1,535,070,000

（５） 777,717,674

（６） 934,103,607 3,296,764,544

令和２年度川崎市水道事業損益計算書
（令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで）

営 業 収 益

営 業 費 用

営 業 外 収 益

雑 収 益

業 務 費

浄 水 費

給 水 収 益

受 託 給 水 工 事 収 益

そ の 他 受 託 工 事 収 益

そ の 他 の 営 業 収 益

原 水 費

受 水 費

配 水 費

営 業 利 益

総 係 費

長 期 前 受 金 戻 入

資 産 減 耗 費

他 会 計 補 助 金

水 道 利 用 加 入 金

分 担 金

給 水 費

受 託 給 水 工 事 費

そ の 他 受 託 工 事 費

減 価 償 却 費

受 取 利 息 及 び 配 当 金



４

（２） 25,867,945 892,215,024 2,404,549,520

3,149,413,090

５

（１） 285,660

（２） 3,683,355

（３） 3,097 3,972,112

６

（１） 87,611,601 87,611,601 △83,639,489

3,065,773,601

3,230,168,161

（１）

営 業 外 費 用

企 業 債 取 扱 諸 費

支 払 利 息 及 び

過 年 度 損 益 修 正 損

過 年 度 損 益 修 正 益

特 別 利 益

そ の 他 特 別 利 益

経 常 利 益

特 別 損 失

6,295,941,762当年度未処分利益剰余金

当 年 度 純 利 益

そ の 他 未 処 分
利 益 剰 余 金 変 動 額

雑 支 出

866,347,079

長 期 前 受 金 戻 入



令和２年度川崎市水 道事業剰余金計算書

（令和２年４月１日から 令和３年３月３１日まで）

（単位　円）

剰余金

受贈財産
評価額

国県補助金
資本剰余金
合計

減債積立金
未処分利益
剰余金

利益剰余金
合計

92,680,556,793 199,405,532 750,584 200,156,116 0 6,347,293,053 6,347,293,053 99,228,005,962

3,117,124,892 0 0 0 3,230,168,161 △ 6,347,293,053 △ 3,117,124,892 0

3,117,124,892 0 0 0 3,230,168,161 △ 6,347,293,053 △ 3,117,124,892 0

資本金への組入れ 3,117,124,892 0 0 0 0 △ 3,117,124,892 △ 3,117,124,892 0

減債積立金の積立て 0 0 0 0 3,230,168,161 △ 3,230,168,161 0 0

95,797,681,685 199,405,532 750,584 200,156,116 3,230,168,161 0 3,230,168,161 99,228,005,962

0 0 0 0 △ 3,230,168,161 6,295,941,762 3,065,773,601 3,065,773,601

0 0 0 0 △ 3,230,168,161 3,230,168,161 0 0

0 0 0 0 0 3,065,773,601 3,065,773,601 3,065,773,601

95,797,681,685 199,405,532 750,584 200,156,116 0 6,295,941,762 6,295,941,762 102,293,779,563

（注）この計算書における△表記は、減少、損失又は欠損を示すものである。

資本金 資本合計

資本剰余金 利益剰余金

前年度末残高

前年度処分額

議会の議決による処分額

処分後残高

当年度変動額

減債積立金の取崩し

当年度純利益

当年度末残高

（繰越利益剰余金）

（当年度未処分利益剰余金）



（単位　円）

処分後残高 99,027,849,846

03,230,168,161

0200,156,116

0 0 △ 3,065,773,601減債積立金の積立て

△ 3,230,168,161資本金への組入れ

令和２年度川崎市水道事業剰余金処分計算書

6,295,941,762

△ 6,295,941,762

95,797,681,685

3,230,168,161

200,156,116

未処分利益剰余金

議会の議決による処分額

資本剰余金資本金

0

当年度末残高

（繰越利益剰余金）



（単位  円）

１

（１）

ア 3,349,976,768

イ 7,384,194,457

△4,119,504,525 3,264,689,932

ウ 265,895,384,847

△130,994,512,168 134,900,872,679

エ 22,787,273,743

△12,073,023,947 10,714,249,796

オ 122,550,757

△73,975,549 48,575,208

カ 930,797,224

△642,279,638 288,517,586

キ 1,362,535,576

△742,538,119 619,997,457

ク 2,103,732,021

155,290,611,447

（２）

ア 9,083,770

イ 1,613,036,442

ウ 5,392,170

エ 80,451,490

オ 16,799,773

カ 758,755,874

2,483,519,519

（３）

ア 11,597,894,000

イ 5,004,054

△ 5,004,054 0

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

地 上 権

有形固定資産合計

電 話 加 入 権

破 産 更 生 債 権 等

リ ー ス 資 産

令和２年度川崎市水道事業貸借対照表
（令和３年３月３１日）

建 設 仮 勘 定

資  産  の  部

構 築 物

減 価 償 却 累 計 額

土 地

建 物

減 価 償 却 累 計 額

減 価 償 却 累 計 額

機 械 及 び 装 置

工具器具及び備品

減 価 償 却 累 計 額

リ ー ス 資 産

減 価 償 却 累 計 額

減 価 償 却 累 計 額

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

車 両 運 搬 具

施 設 利 用 権

無形固定資産合計

無形固定資産仮勘定

貸 倒 引 当 金

出 資 金

投資その他の資産



11,597,894,000

169,372,024,966

２

（１） 22,556,947,858

（２） 2,995,444,037

△ 27,049,085 2,968,394,952

（３） 559,634,571

（４） 1,897,372,576

27,982,349,957

197,354,374,923

３

（１）

65,845,495,181

65,845,495,181

（２） 414,132,705

（３）

ア 4,706,062,510

4,706,062,510

70,965,690,396

４

（１）

3,497,146,507

3,497,146,507

（２） 281,159,192

（３） 4,082,010,389

（４） 2,550,528,394

（５） 64,817,368

（６） 575,640

貯 蔵 品

貸 倒 引 当 金

リ ー ス 債 務

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

流 動 資 産

引 当 金

企 業 債

前 払 金

固 定 負 債

負  債  の  部

ア
建 設 改 良 費 等 の
財 源 に 充 て る
た め の 企 業 債

未 収 金

引 当 金 合 計

退 職 給 付 引 当 金

固 定 負 債 合 計

現 金 預 金

未 払 費 用

企 業 債

ア
建 設 改 良 費 等 の
財 源 に 充 て る
た め の 企 業 債

企 業 債 合 計

預 り 金

リ ー ス 債 務

企 業 債 合 計

未 払 金

流 動 負 債

前 受 金

固 定 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の
資 産 合 計



（７）

ア 417,483,028

417,483,028

10,893,720,518

５

（１）

ア 6,647,007,104

△3,272,883,325 3,374,123,779

イ 2,700,312,356

△662,680,568 2,037,631,788

ウ 2,093,679,648

△1,772,616,333 321,063,315

エ 18,182,831,314

△10,785,536,860 7,397,294,454

オ 134,980,367

△63,909,257 71,071,110

13,201,184,446

13,201,184,446

95,060,595,360

６ 95,797,681,685

７

（１）

ア 199,405,532

イ 750,584

200,156,116

（２）

6,295,941,762

6,496,097,878

102,293,779,563

197,354,374,923負 債 資 本 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 剰 余 金

剰 余 金

収 益 化 累 計 額

資 本 金

資 本 合 計

受 贈 財 産 評 価 額

利 益 剰 余 金

繰 延 収 益 合 計

ア
当 年 度 未 処 分

負 債 合 計

国 県 補 助 金

受 贈 財 産 評 価 額

収 益 化 累 計 額

流 動 負 債 合 計

利 益 剰 余 金 合 計

6,295,941,762

利 益 剰 余 金

引 当 金 合 計

収 益 化 累 計 額

収 益 化 累 計 額

工 事 負 担 金

一 般 会 計 補 助 金

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

引 当 金

賞 与 引 当 金

その他長期前受金

収 益 化 累 計 額

資  本  の  部

資 本 剰 余 金 合 計

長 期 前 受 金 合 計

国 県 補 助 金



注記 

 １ 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（１）資産の評価基準及び評価方法 

   ア 貯蔵品   

先入先出法による原価法によっている（貸借対照表価額は収益性の低下に基

づく簿価切下げの方法により算定）。 

（２）固定資産の減価償却の方法 

   ア 有形固定資産（リース資産を除く。） 

（ア）減価償却の方法 

     定額法による（ただし、取替資産については取替法による。）。 

（イ）主な耐用年数 

     建物       ３～６０年 

     構築物      ３～８０年 

     機械及び装置   ４～５０年 

     車両運搬具    ３～１２年 

     工具器具及び備品 ２～２０年 

   イ 無形固定資産（リース資産を除く。） 

（ア）減価償却の方法 

     定額法による。 

   ウ リース資産 

   （ア）所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

     自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用してい

る。 

   （イ）所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

     リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。  

     なお、リース取引開始日が平成２６年３月３１日以前のリース取引につい

ては、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。 

（３）引当金の計上方法 

  ア 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収

不能見込額を計上している。 



  イ 退職給付引当金 

職員の退職手当の支給に備えるため、当年度の退職手当の期末要支給額に相

当する金額を計上している。 

  ウ 賞与引当金 

職員の期末・勤勉手当の支給及び期末・勤勉手当支給に係る法定福利費の支

払に備えるため、当年度末における支給（支払）見込額に基づき、当年度の負

担に属する額を計上している。 

（４）その他会計に関する書類の作成のための基本となる重要な事項 

 ア 消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜き方式によっている。 

なお、控除対象外消費税額については、当年度の費用として処理している。 

 ２ キャッシュ・フロー計算書に関する注記 

（１）重要な非資金取引 

ア ファイナンス・リース取引による資産の取得 

当年度、新たに計上したファイナンス・リース取引に係る資産及び負債の額

は、それぞれ次のとおりである。 

リース資産  ３３２，８１９，６６９円 

リース債務  ３６６，１０１，６３６円 

イ 受贈財産の受入れによる資産の取得 

当年度、新たに計上した受贈財産の受入れによる資産の取得額は次のとおり

である。 

構築物    ９９，７６１，５３４円 

ウ 土地交換による資産の取得 

当年度、新たに計上した土地交換による資産の取得額は次のとおりである。 

土地     ２８８，６５１円 

３ 貸借対照表に関する注記 

（１）企業債の償還に係る一般会計の負担 

貸借対照表に計上されている企業債（当該事業年度の末日の翌日から起算して

１年以内に償還予定のものも含む。）のうち、一般会計が負担すると見込まれる

額は１，５３２，８７６，０２８円である。 



 （２）ファイナンス・リース取引に係るリース債務 

   リース債務は、消費税及び地方消費税相当額を含んでいる。 

４ セグメント情報に関する注記 

川崎市水道事業会計は、水道事業のみを運営しており、事業全体をもって単一

セグメントとしているため、セグメント情報の記載は省略している。 

 ５ その他の注記 

（１）長期継続契約に係るリース債務 

  通常の売買取引の方法に準じた会計処理を行ったリース取引に係るリース債

務のうち、地方自治法第２３４条の３に基づく長期継続契約に係るものは次のと

おりである。 

  短期リース債務  ２８１，１５９，１９２円 

  長期リース債務  ４１４，１３２，７０５円 

（２）貸倒引当金の目的使用による取り崩し 

  当年度において、債権の貸倒れによる損失として１３，０６１，７０７円を処

理するため、貸倒引当金１３，０３２，０４４円を取り崩している。 

（３）退職給付引当金の目的使用による取り崩し 

  当年度において、職員の退職手当として３５７，８３２，４８０を支給するた

め、退職給付引当金３５７，８３２，４８０円を取り崩している。 

（４）賞与引当金の目的使用による取り崩し 

  当年度において、職員の期末・勤勉手当及び期末・勤勉手当の支給に係る法定

福利費として１，２０１，３６２，３９７円を支給（支払）するため、賞与引当

金３８９，６３２，１３５円を取り崩している。 


